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26 先週の quiz

隣接している, ‘生’ の個体数は

(0)

0 1 1 1 0

1 2 •1 1 0

2 •2 5 3 1

2 •2 •3 •1 1

1 1 3 2 1

なので, 1,2,4 タイムステップ後にはそれぞれ,

→ (1)

• •
• •

•
→ (2) •

• •
• •

→ (3略)→ (4) •
•
• • •

となる.

0タイムステップと 2タイムステップとを比べると, この図形は, 対角線 (右上から左
下)に関して折り返され, 下に 1ずれて, 同じ形に戻っている. したがって, さらに 2タイ
ムステップ後には, 折り返され左に 1ずれて, 結局左下に 1進むことがわかる. 以下左下
方向に進んでいく. 人々はこれをグライダーとよんでいる (課題 25 01の input3 ,input4

で再現しよう).

27 きょうの quiz

λ を正の定数とする.

1. 離散的な値 k = 0, 1, 2, . . . を, 確率

P (k) =
λk

k!
e−λ (1)

でとる確率変数 K について, 平均 E(K) を求めよう.

Hint.
∑∞

n=0
1
n!

xn = ex

2. 連続的な値 x ≥ 0 を, 確率密度

p(x) = λe−λx (2)

でとる確率変数 X について, 平均 E(X) を求めよう.
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お知らせ
• きょう 2003/01/15(水) の実習には空のフロッピーディスク 1枚を持ってきましょ
う. 持ち帰り用なので, 貸出しはしません.

• 期末試験 2003/01/22(水)1講時 3-101 講義室. 座席指定します. 次については出題
しません.

– 前期の内容

– OpenGL と 3次元グラフィックス

– 生成関数 (テストプチの 3)

– make, Makefile, 複数ファイルの分割コンパイル

– リダイレクション, パイプ, シェルスクリプト

– パフォーマンスチューニング

後期の内容すべてを理解していることを想定して出題しますが, 特に, 次について
は必ず出題します. C の文法の詳細が問題になるような出題はしませんが, アルゴ
リズムを答えてもらう問題は出題する可能性があります.

– 離散的または連続的な確率変数の平均と分散を, 人間による計算 (テストプチ
の 2)または計算機による計算 (ブラックバス)で求めること.

– 乱数 (テストプチの 1 はひとつの出題例)

– オイラー表示とラグランジュ表示

– 伝染病, 人生ゲームのような, 空間的な広がりのあるモデル
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